
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 合計

6,571,400 6,000,000 12,571,400

6,000,000 3,000,000 9,000,000

うち県交付金 3,000,000 0 3,000,000

2,907,706 2,023,676 1,561,739 2,499,000 2,000,000 10,992,121

2,829,000 1,669,000 1,404,000 1,249,000 1,000,000 8,151,000

うち県交付金 1,414,500 834,500 702,000 0 0 2,951,000

1,109,692 2,521,660 2,148,804 1,000,000 1,000,000 7,780,156

1,100,000 2,500,000 2,000,000 500,000 500,000 6,600,000

うち県交付金 550,000 1,250,000 1,000,000 0 0 2,800,000

1,702,347 1,405,300 1,362,000 1,000,000 1,000,000 6,469,647

1,150,000 750,000 630,000 500,000 500,000 3,530,000

うち県交付金 575,000 375,000 315,000 0 0 1,265,000

446,098 480,897 479,886 590,000 590,000 2,586,881

420,000 420,000 420,000 295,000 295,000 1,850,000

うち県交付金 210,000 210,000 210,000 0 0 630,000

106,900 378,776 325,427 229,000 229,000 1,269,103

90,000 300,000 220,000 114,000 114,000 838,000

うち県交付金 45,000 150,000 110,000 0 0 305,000

4,570,396 5,405,009 4,515,856 10,889,400 9,819,000 35,199,661

4,439,000 4,889,000 4,044,000 8,158,000 4,909,000 26,439,000

うち県交付金 2,219,500 2,444,500 2,022,000 3,000,000 0 9,686,000

4
延生地蔵尊夜待ち盆踊
りを通じた地域の絆創
生事業

総事業費

うち市町支出額

栃木県わがまち未来創造事業計画書（市町総括表）
【単独事業】

芳賀町

1
東京2020オリンピック・
パラリンピックを契機と
した地域活性化事業

総事業費

うち市町支出額

3
芳賀町夏祭り祇園祭活
性化事業

総事業費

うち市町支出額

2 自治会活動活性化事業

総事業費

うち市町支出額

6
そば打ちによる地域交流
推進事業

総事業費

うち市町支出額

5
西水沼自治会・住民交
流推進事業

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

３１年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①赤羽有紀子ロード梨の里
マラソン
②町民祭
③東京2020応援プログラム
④スポーツイベント
⑤住民交流行事
⑥情報の発信

①赤羽有紀子ロード梨の里
マラソン
②町民祭
③スポーツイベント
④住民交流行事
⑤情報の発信

6,571,400 6,571,400 6,000,000

6,000,000 6,000,000 3,000,000

うち県交付金 3,000,000 3,000,000

0 0

うち県交付金 0 0

その他自主財源等 571,400 571,400 3,000,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
028-677-6012
028-677-3123
miraisousei@town.tochigi-haga.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

基本目標
芳賀町への新しいひとの流れをつくる　15～45歳の純移動者数　Ｈ25　△101人→Ｈ31　144人　【Ｈ30実績　40人】
時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する。　純移動者数　Ｈ25　△104人→Ｈ31　171人
【Ｈ30実績　88人】
地域コミュニティの維持と活性化（施策5-1-1）　KPI：自治会加入世帯数　Ｈ26　3,812世帯→Ｈ31　3,900世帯
【Ｈ29実績　3,714世帯】
町民の健康度の向上（施策4-1-4）　KPI：健康づくりに取り組みやすい環境が整っている。（NSI値）Ｈ27　61.2→H31　66.0
【H30実績　59.8】
広報機能の充実（施策5-2-1）　KPI：必要とする行政情報が容易に入手できる。（NSI値）　H27　64.5→H31　70.0
【H30実績　63.6】

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 企画課みらい創生係
担当者名 高松　稲川

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

　芳賀町は人口減少、少子高齢化等の影響により、地域の活力が失われてきている状態である。住民自身が『地域の良さ』
『地域の魅力』を感じることが少なく、若者世代の流出も増えてきている。地域の活力の低下は、住民同士のつながりの喪失
につながる。住民同士のつながりの喪失により、住民同士の交流がなくなるだけでなく非常時に隣近所で助け合うこともなくな
り、地域住民の暮らしを脅かす。また、伝統文化の継承が困難になってきているが、このことは地域の活力の低下にさらに拍
車をかけてしまう。
　このような現状を改善するため、地域住民一人一人が芳賀町の地域資源や誇れるものを再認識し郷土愛を醸成することが
課題である。これにより、町民が芳賀町に残り続けるとともに地域のつながりを大切にし、外から人を呼び込むことができる新
しい人の流れをつくることが必要とされている。

事 業 目 的

・住民の郷土愛を醸成する。
・地域の伝統行事を継承していく。
・「住民が自慢したくなる町」として外から人を呼び込む。
・住民の健康づくりの意識を高める。

事 業 概 要

【平成３１年度】
◎オリンピアンを活用・東京2020を契機としたシビックプライドの喚起
　芳賀町は北京オリンピックに出場した赤羽有紀子氏（女子長距離ランナー）を輩出している。町民一人一人がオリンピアンを輩出した町
であることを再認識することでシビックプライドを喚起する。また、地域の行事等についても東京2020応援プログラムに参画し、町全体で
東京2020を身近に感じることで、町民の一体感と東京2020への高揚感をあおり、シビックプライドの喚起と合わせ、地域の活性化につな
げていく。具体的には以下の取組を行う。
※シビックプライドの定義：郷土愛・地元愛より一歩踏み込み、自分自身が関わって地域を良くしていこうとする、ある種の当事者意識に
基づく誇りや愛着・自負心

①赤羽有紀子ロード梨の里マラソンの実施
　赤羽有紀子氏をゲストランナーとして招聘し、全世代向けの市民を対象としたマラソン大会を開催する。実際に赤羽有紀子氏が現役時
代に練習で走っていた道をコースに設定し、芳賀町がオリンピアンを輩出した町であることを認識させる。
②町民祭の実施
　諸産業や町民の文化の発信の場として行われる町民総参加のイベントである。①と同日に開催する。芳賀町浪漫太鼓の演奏など伝統
文化の発信を行うとともに、町全体の活力向上を図る。魅力あるイベントにすることで、外からの多くの人を呼び込む。また、東京2020ＰＲ
ブースを設置することで相乗効果を図る。
③東京2020応援プログラムへの祭りの登録・活用による地域行事の実施･･･以下④⑤の「行事」について登録し、当該事業を活用（グッズ
の提供・東京五輪音頭等の使用許可等）することで、オリンピアン輩出地としての誇り・愛着を喚起（東京五輪音頭やオリ・パラにまつわる
振り付け等の導入等）すると共に、これまで消極的だった層に興味関心を持たせ、参加者の増を図る。
④スポーツイベントの実施・・・オリ・パラ関係の競技を重点的に取り入れたスポーツイベントを実施し、オリ・パラの空気に触れることで地
域の誇りを喚起すると共に、町民の健康増進、世代間交流、地域コミュニティの強化等を図る。
⑤住民交流行事・・・親子盆踊り・納涼祭(8月)、芋煮会(10月)、郷土祭(11月)等によりコミュニティの強化・世代間交流等を図る。
⑥情報の発信・・・各取組について芳賀チャンネルで情報発信することで、スポーツイベント・地域活動への参加や自治会加入の促進、地
域全体の活性化を図る。

【平成３２年度】
・取組を継続しつつ、効果を検証しながらさらなる取組を検討していく。

代 表 者 の 名 称 委員長　見目　　匡

事 業 主 体 の 所 在 芳賀町大字祖母井1020

事 業 主 体 の 概 要

【芳賀町町民祭開催委員会】
・団体の目的：芳賀町の良さを再認識し、明日への活力を養うとともに、町民総参加により心の豊かな連帯感あふれる町づく
りに寄与すること
・設立年月日：平成31年4月1日
・構成員：開催委員16名

事 業 主 体 の 名 称 芳賀町民祭開催委員会

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 芳賀町

事 業 名 東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした地域活性化事業



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

31 年度

１　収入の部

予算額

6,000,000

571,400

6,571,400

２　支出の部

県交付金

1,180,400 1,180,400 590,200 0
イベント景品(587,400)、講師
等謝礼(173,000)、マラソン参
加者（420,000）

3,314,000 3,007,600 1,503,800 306,400
イベント用食材、容器、うち
わ、Ｔシャツ＠5,000円×
200、マラソンゼッケン等

39,000 39,000 19,500 0
薪、燃料

150,000 150,000 75,000 0
ポスター

60,000 60,000 30,000 0
電気、配線、ガス

30,000 30,000 15,000 0
ゼッケン送付用

53,000 53,000 26,500 0 傷害保険

1,480,000 1,480,000 740,000 0
マラソンアーチ設置、町民祭
会場設置

265,000 0 0 265,000

テーブル＠10,000円×20、イス
＠3,000円×20、鉄板＠5,000円

6,571,400 6,000,000 3,000,000 571,400

計

科目 備考

補助金

自主財源

芳賀町

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

東京2020オリンピック・パラリンピックを契機とした地域活性化事業

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

報償費

印刷製本費

予算額

消耗品費

燃料費

光熱水費

委託料

備品購入費

通信運搬費

保険料


